
 

  

 受講は 20 名の出席があり、先生の先導で文字を書く前に手首と指の運動をして、 

まず線を書く練習をしました。 

 今回でペン習字は４回目ですが、初めて受講された方が 3名。 

新しい方から“ひらがなのお手本”が欲しいとのことで、次回に用意することにしました。 

 

テーマは簡単な挨拶文、暑中見舞いの葉書の

練習 千曲川旅情の歌 島崎藤村の詩（落
らく

梅
ばい

集
しゅう

注の一編）歌も有名であるが、を受講生が

選択して数名の方が書いていました。 

            注：明治 34 年（1901）発刊。 

 江村先生 始めは前の席に持ってきた受講

生の添削をしてくださり、後は先生が受講生

のテーブルを回り、一人ひとり書いたものを

添削して下さいました。 

先生から“皆さま、横、縦がそろっているのでとてもきれいです。”おほめの言葉。 

（御世辞でもうれしいと・・・・受講生の声） 
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「ペン習字」 

 ✑ 簡単な挨拶文の書き方 ✒ 

                       講師：江村 文子 氏 

 

 



 



 



 

最後に 

受講生から一言をいただきました。 

○前からやっていたが、やはり出来ない字はきれいに書けない！ 

○字は小学校以来、自分の名前の練習が出来てうれしい。 

〇縦・横の間隔を掴むことが出来ました。来年も続けてほしい。 

○昨年のようにペン習字を 2回やってほしい。 

                     ・・・・等 受講生の声がありました。 

 

先生からは、町の看板等をみても書き方に気付くようになるので、皆さま家で練習をして

くださいと。 

 

＊江村先生、人材バンク野崎さんありがとうございました。 

 

 

 


